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今
年
の
三
月
ま
で
の
二
年
間
勤
め

た
金
沢
泉
丘
高
等
学
校
は
、
石
川

県
内
で
通
信
制
課
程
を
も
つ
唯
一
の

公
立
学
校
で
す
。
こ
れ
ま
で
通
信
制

課
程
に
関
わ
っ
た
経
験
が
な
い
私
に

と
っ
て
は
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
し
た
が
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
複
雑

さ
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
通
信
制
課

程
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
、
ま
た
、

そ
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。

通
信
教
育
の
基
本
は
自
学
自
習
で

す
。
毎
日
、
学
校
へ
登
校
す
る
必
要

は
な
く
、
添
削
指
導
（
定
期
的
な
レ

ポ
ー
ト
の
提
出
）
と
面
接
指
導
（
日

曜
日
又
は
月
曜
日
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）、

そ
の
後
の
試
験
に
合
格
す
れ
ば
単
位

を
修
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ

放
送
や
テ
レ
ビ
放
送
、
そ
の
他
の
多

様
な
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
学
習
も
、

面
接
指
導
の
時
数
に
認
め
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
一
定
の
単
位
数
を

揃
え
、
卒
業
要
件
を
満
た
せ
ば
高
等

学
校
卒
業
と
な
り
ま
す
。
生
徒
そ
れ

ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
年
間
の

頑
張
れ
よ
と
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

生
徒
の
中
に
は
、
ど
ん
な
理
由

が
あ
っ
て
も
娘
に
高
校
を
卒
業
さ
せ

て
や
り
た
い
と
願
い
、
母
親
自
ら
も

入
学
し
て
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
親
子
で
一
緒
に
ス
ク
ー
リ
ン
グ

に
出
席
し
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
な

が
ら
学
習
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
何
年
も
か
か
っ
た
も
の
の
、
遂

に
苦
手
と
す
る
数
学
の
単
位
を
修
得

で
き
た
年
配
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
や
、「
物
」
か
ら
「
心
」
の
豊
か

さ
や
生
き
甲
斐
な
ど
を
求
め
て
、人
々

の
学
習
ニ
ー
ズ
は
拡
大
し
、
多
様
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
幾
つ
に
な
っ
て

も
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
大
切

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
旦

挫
折
し
て
も
、何
年
後
か
に
再
度
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
る
人
も
い
ま
す
。
通

信
教
育
は
、
何
度
で
も
挑
戦
し
、
失

敗
を
繰
り
返
し
て
も
あ
き
ら
め
な
い

気
持
ち
を
育
て
る
最
高
の
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
に

来
て
ほ
っ
と
す
る
空
間
が
通
信
制
課

程
に
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
心
を
育
む

原
点
と
な
る
教
育
の
場
が
そ
こ
に
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
四
月
か
ら

生
涯
学
習
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
、

改
め
て
通
信
教
育
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
習
計
画
を
立
て
ま
す
。
学
年
別
に

な
っ
て
お
り
、
学
級
が
あ
り
、
担
任

も
お
り
ま
す
が
、
完
全
な
単
位
制
で
、

毎
年
学
年
は
上
が
っ
て
い
き
ま
す
が
、

三
年
生
の
次
は
い
つ
ま
で
も
四
年
生

の
ま
ま
で
、
卒
業
要
件
が
揃
う
ま
で

何
年
か
か
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

通
信
制
課
程
に
入
学
し
て
く
る
生

徒
の
タ
イ
プ
は
様
々
で
す
。
中
学
卒

業
後
の
新
入
学
生
、
他
の
高
校
か
ら

の
転
入
学
生
、
一
旦
高
校
を
退
学
し

た
後
の
編
入
学
生
な
ど
で
す
。
理
由

に
し
て
も
、
不
登
校
に
な
り
転
校
し

た
い
と
か
、
健
康
上
の
都
合
で
毎
日

の
登
校
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
平
日

は
仕
事
が
忙
し
く
て
時
間
的
余
裕
が

な
い
、
な
ど
で
す
。
ま
た
、
入
学
し

て
く
る
生
徒
は
全
員
、
卒
業
し
た
い

と
い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て
き
ま
す

が
、
途
中
で
挫
折
す
る
生
徒
も
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
気
持
ち
を
入

れ
替
え
、
一
年
後
に
再
び
学
習
活
動

を
再
開
す
る
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い

ま
す
。
そ
ん
な
生
徒
に
は
今
度
こ
そ

高
等
学
校
の
通
信
教
育
に
つ
い
て

石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

館
長
　
村
　
澤
　
　
勉
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石
川
県
社
会
教
育
協
会
の
平
成
二

十
五
年
度
理
事
会
・
総
会
が
六
月
八
日

（
土
）午
後
三
時
半
か
ら
県
立
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。最
初

に
新
村
会
長
と
坂
井
県
生
涯
学
習
課
長

の
挨
拶
の
後
、当
日
、出
席
さ
れ
た
木
本

顧
問
か
ら
は
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

冒
頭
、会
長
よ
り
、「
地
域
社
会
の
教

育
力
の
弱
体
化
を
思
う
と
ま
だ
ま
だ
社

会
教
育
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
」と

し
て
、「
組
織
体
制
の
充
実
、行
政
や
諸

団
体
と
の
連
携
を
図
り
、協
会
の
活
性

化
に
努
め
た
い
」と
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。次

に
総
会
の
前
に
平
成
二
十
四
年
度

石
川
県
社
会
教
育
協
会
功
労
者
表
彰
が

行
わ
れ
、表
彰
者
八
名
の
内
、出
席
さ
れ

た
四
名
の
方
々
に
新
村
会
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。（
欠

席
さ
れ
た
方
々
に
は
、後
日
、事
務
局
か

ら
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

総
会
は
、議
長
に
盛
田
理
事
が
選
出

さ
れ
た
後
、議
事
に
入
り
、最
初
に
平
成

二
十
四
年
度
の
事
業
報
告
、収
支
決
算

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、い
ず
れ
も

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、規
約
改
正
の
議
事
に
入
り
、

事
務
局
か
ら
改
正
点
の
説
明
が
あ
っ
た

後
、審
議
が
行
わ
れ
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、役
員
改
選
で
は
、新
村
会
長
が

再
任
さ
れ
る
な
ど
新
役
員
が
次
頁
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。改
選
後
は
、会

長
一
名
、副
会
長
五
名
、常
任
理
事
一
名
、

郡
市
理
事
二
十
名
、団
体
理
事
十
二
名
、

監
事
二
名
、そ
の
ほ
か
顧
問
二
名
、参
与

八
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
計

画
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①　

会
誌
発
行
事
業

･「
せ
っ
て
ん
」23
号

･「
接
点
」61
号

②　

調
査
研
修
事
業

･「
フ
ォ
ー
ラ
ム
接
点
」

･
県
内
４
地
区
６
カ
所

③　

社
会
教
育
功
労
者
表
彰
事
業

･
平
成
二
十
六
年
度
総
会
で
表
彰

④　

そ
の
他

･
社
会
教
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実

･
い
し
か
わ
ビ
デ
オ
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
後
援

･
大
人
の
料
理
教
室
、お
菓
子
づ
く

り
教
室（
共
催
事
業
）

･
生
涯
学
習
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の

協
力

･
明
る
い
選
挙
推
進
会
議
へ
の
委
員

参
加

･
心
の
教
育
推
進
大
会
へ
の
参
加

･
マ
ナ
ビ
ィ
フ
ェ
ア 

in 

本
多
の
森
へ

の
参
加

･
石
川
県
生
活
学
校
大
会
の
後
援

･
県
民
大
学
校
能
登
文

化
講
座
へ
の
参
加

･
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加

･
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３
へ
の
参
加

･
資
料
な
ど
の
配
付
、関

係
事
業
へ
の
案
内

ま
た
、同
時
に
平
成
二
十

五
年
度
収
支
予
算
案
が
説

明
さ
れ
、審
議
の
後
、い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
事
務
局
よ
り
平

成
二
十
四
年
度
に
活
性
化

検
討
会
で
取
り
ま
と
め
た

「
活
性
化
に
関
す
る
報
告

書
」の
説
明
が
あ
り
、そ
の

後
、参
加
者
か
ら「
協
会
の

意
欲
が
読
み
取
れ
る
」、「
派

遣
社
教
主
事
の
復
活
を
働

き
か
け
た
ら
ど
う
か
」、「
国
の
方
で
も

社
会
教
育
の
見
直
し
の
機
運
が
あ
り
、

公
民
館
等
を
拠
点
と
し
た
協
働
体
制
の

確
立
を
と
言
っ
て
い
る
」な
ど
の
活
発

な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
社
会
教
育
協
会
会
員
の
皆
様
へ
の
お
知
ら
せ

石
川
県
心
の
教
育
推
進
協
議
会
の

「
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
参
加
し
ま
す
。

日
　
　
時	

平
成
二
十
五
年
九
月
二
日（
月
）

場
　
　
所	

Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
構
内

集
合
時
間	

六
時
四
十
分

活
動
内
容	

挨
拶
や
公
共
マ
ナ
ー
向
上
の
呼
び
か
け

会
員
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、八
月
二
十
日
ま
で

に
事
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
平
成
25
年
度
理
事
会
・
総
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
県
社
会
教
育
協
会

平
成
25
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
承
認

多くの会員が参加した今年度総会

平成25年度予算書
一般会計

収入の部
科　目 予算額（円）
会　費 495,000
補助金 470,000
寄付金 0
繰越金 29,095
諸収入 905
合　計 995,000

支出の部
科　目 予算額（円）
事業費 695,000
会議費 105,000
事務費 182,000
予備費 3,000
繰出金 10,000
合　計 995,000

積立金特別会計
収入の部

科　目 金　額（円）
組換金 502,895
繰入金 10,000
諸収入 100
合　計 512,995

支出の部
科　目 金　額（円）
事業費 0
合　計 0

（三井住友信託銀行積立）

平成24年度決算書
収入の部

科　目 決算額（円）
会　費 462,000
補助金 470,000
寄付金 0
繰越金 30,377
諸収入 78
合　計 962,455

支出の部
科　目 決算額（円）
事業費 686,706
会議費 90,960
事務費 131,054
積立金 10,000
諸　費 14,640
合　計 933,360
次年度繰越金� 29,095円
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平
成
二
十
四
年
度

社
会
教
育
功
労
者
表
彰
の
方
々

顧
　
問

木
本　

利
夫
（
県
議
会
議
員
）

　
〃

奥
名　

洋
明
（
前
会
長
）

参
　
与

小
寺　

昭
久
（
前
副
会
長
）

　
〃

坂
井　

芳
子
（
県
教
委
）

　
〃

旭　
　

直
樹
（
加
賀
市
）

　
〃

○
山
岸　

善
二
（
白
山
市
）

　
〃

道
端
孫
左
衛
門�

（
金
沢
市
）

　
〃

○
濱
田　
　

繁
（
鹿
島
郡
）

　
〃

鈴
森　

庸
雄
（
鹿
島
郡
）

　
〃

宮
田　

一
男
（
七
尾
市
）

会
　
長

新
村　

健
了
（
県
教
委
）

副
会
長

○
村
澤　
　

勉
（
県
生
涯
セ
）

　
〃

谷
村　

昭
雄
（
県
公
連
）

　
〃

勝
木　

育
夫
（
小
松
市
）

　
〃

土
室　
　

完
（
金
沢
市
）

　
〃

山
本　

敏
久
（
七
尾
市
）

常
任
理
事

梅
田　

和
秀
（
金
沢
市
）

郡
市
理
事
○
上
田　

政
憲
（
加
賀
市
）

　
〃

白
村　

浩
邦
（
小
松
市
）

　
〃

○
清
丸　

亮
一
（
小
松
市
）

　
〃

前
田　

英
夫
（
能
美
市
）

　
〃

盛
田　

義
弘
（
白
山
市
）

　
〃

○
本
多　

郁
夫
（
野
々
市
市
）

　
〃

山
本　

武
之
（
金
沢
市
）

　
〃

作
本　

邦
彦
（
金
沢
市
）

　
〃

○
小
原　

晴
樹
（
金
沢
市
）

　
〃

○
梶
本　

逸
子
（
金
沢
市
）

　
〃

○
坂
本　
　

清
（
か
ほ
く
市
）

　
〃

○
坪
内　

健
一
（
河
北
郡
）

　
〃

○
川
口　

絹
子
（
羽
咋
市
）

　
〃

○
廣
橋　
　

賢
（
羽
咋
郡
）

　
〃

林　
　

榮
一
（
鹿
島
郡
）

　
〃

蔵　
　

定
伸
（
七
尾
市
）

　
〃

堀
岡　

啓
吾
（
七
尾
市
）

　
〃

○
竹
野　

博
正
（
鳳
珠
郡
）

郡
市
理
事
○
左
古　
　

隆
（
輪
島
市
）

　
〃

○
成
之
坊
良
輔
（
珠
洲
市
）

団
体
理
事

浅
田　

秀
雄
（
県
図
書
館
協
）

　
〃

浅
野　

秀
重
（
金
大
地
連
セ
）

　
〃

正
木　
　

明
（
県
子
連
）

　
〃

○
岩
本　

弘
子
（
県
児
童
館
連
）

　
〃

林　
　

貴
江
（
県
新
生
活
協
）

　
〃

藤
多　

典
子
（
県
婦
協
）

　
〃

○
大
島　

淳
光
（
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
）

　
〃

○
宮　
　

義
一
（
県
青
協
）

　
〃

野
田　

政
弘
（
Ｂ
Ｓ
県
連
）

　
〃

○
山
本　

紀
子
（
講
師
の
会
）

　
〃

○
川
部　

謙
三
（
生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
会

）

　
〃

○
村
戸　

建
二
（
Ｓ
Ｖ
Ｃ
）

監
　
事

○
中
川　

泰
邦
（
金
沢
市
）

　
〃

○
村
上　

吉
郎
（
宝
達
志
水
町
）

幹
事
長

森
澤　

哲
雄
（
県
生
涯
セ
）

幹
　
事

○
谷
内　

正
樹
（
県
教
委
）

　
〃

○
木
原　

宗
信
（
前
監
事
）

　
〃

石
江　

政
信
（
県
公
連
）

　
〃

湊　
　

義
昌
（
元
県
生
涯
セ
）

　
〃

○
安
達　

俊
夫
（
県
生
涯
セ
）

社
会
教
育
委
員
に
つ
い
て

社
会
教
育
委
員
は
、社
会
教
育
に
関
し

て
教
育
委
員
会
に
助
言
す
る
た
め
、社
会

教
育
に
関
す
る
諸
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
、

諮
問
に
応
じ
意
見
を
述
べ
る
こ
と
、必
要

な
研
究
調
査
を
行
う
こ
と
を
職
務
と
し
て

お
り
、県
、各
市
町
で
百
七
十
五
名
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

石
川
県
に
お
い
て
は
、学
校
・
家
庭
・
地

域
を
代
表
す
る
十
名
を
社
会
教
育
委
員
に

任
命
し
、年
四
回
の
会
議
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
は
、「
県
民
が
心
豊
か

に
生
き
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
」を

テ
ー
マ
に
、「
学
校
教
育
を
受
け
て
い
る
世

代
」「
働
い
て
い
る
世
代
」「
仕
事
を
終
え
た

世
代
」と
い
っ
た
各
世
代
ご
と
の
学
習
の

在
り
方
と
機
会
の
提
供
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の

内
容
を
ま
と
め
た
も
の
を
、県
教
育
委
員

会
会
議
へ
報
告
い
た
し
ま
し
た
。（
報
告
内

容
に
つ
い
て
は
、県
生
涯
学
習
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可
能
で
す
。）

ま
た
、生
涯
学
習
・
社
会
教
育
施
策
の

推
進
に
つ
い
て
も
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て

お
り
、今
年
度
実
施
す
る「
通
学
合
宿
」に

つ
い
て
は
、こ
こ
で
の
意
見
を
元
に
施
策

と
し
て
立
ち
上
げ
た
も
の
で
す
。

ど
う
か
、社
会
教
育
委
員
の
活
動
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
県
生
涯
学
習
課
参
事
・
谷
内 

正
樹
）

昨
年
度
の
小
松
市
で
の
講
演
会
に
引

き
続
き
、今
年
度
は
、七
鹿
社
会
教
育
協

会
の
創
立
５
周
年
記
念
と
し
て
七
鹿
社

会
教
育
協
会
の
総
会
に
あ
わ
せ
て
七
尾

サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
で
講
演
会
を
実
施

し
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、県
教
育
委
員

会
か
ら
の
支
援
の
も
と
、石
川
県
社
会

教
育
協
会
研
修
事
業
と
し
て
県
社
会
教

育
協
会
及
び
七
鹿
社
会
教
育
協
会
の
主

催
に
よ
り
開
催
し
た
も
の
で
す
。

講
演
は
、演
題
を「
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家

は
幸
福
み
つ
け
の
達
人
ぞ
ろ
い
」と
し

て「
サ
ザ
エ
さ
ん
」の
マ
ス
オ
さ
ん
役
で

お
馴
染
み
の
人
気
声
優
の
増
岡
弘
氏
を

講
師
に
迎
え
て
行
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
多
く
の
会
員
や
市
民
の
方

が
参
加
し
、ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
講
師

の
話
し
に
会
場
か
ら
笑
い
声
が
漏
れ
る

な
ど
、楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
涯
学
習

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
会

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

会員や七尾市民が参加した講演会

○
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
活
動
に
貢
献

　

松
尾　

桂
子
氏（
小
松
市
）

　

舟
木　

廣
紀
氏（
七
尾
市
）

○
社
会
教
育
協
会
活
動
に
貢
献

　

髙
西
喜
久
松
氏（
協
会
役
員
二
十
一
年
）

　

松
井　
　

猛
氏（
協
会
役
員
十
六
年
）

　

池
本　

藤
祐
氏（
協
会
役
員
十
六
年
）

　

林　

よ
し
枝
氏（
協
会
役
員
十
五
年
）

　

堅
田　
　

稔
氏（
協
会
役
員
十
五
年
）

　

山
田　

二
郎
氏（
協
会
役
員
十
四
年
）

平
成
二
十
五
年
度

〜
二
十
六
年
度
　
社
会
教
育
協
会
・
役
員
一
覧　
（
〇
印
は
新
任
）

社
教
春
秋

講
演
会
開
催
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県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

課　

長�

坂
井　

芳
子

課
長
補
佐
（
事
務
総
括
）�

〇
加
美　

弘
行

　

◎
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ

課
長
補
佐
（
リ
ー
ダ
ー
）�

山
田　

勝
己

　

◎
社
会
教
育
・
心
の
教
育
グ
ル
ー
プ

課
参
事
（
リ
ー
ダ
ー
）�

○
谷
内　

正
樹

　
　

《
社
会
教
育
担
当
》

課
長
補
佐�

○
棟
野　
　

章

　
　

《
青
少
年
家
庭
教
育
担
当
》

課
長
補
佐�

清
水　
　

茂

　
　

《
心
の
教
育
担
当
》

課
長
補
佐�
○
笹
山　

明
夫

小
松
教
育
事
務
所
長�
崎
山
由
樹
夫

金
沢
教
育
事
務
所
長�
○
田
村　

敏
和

　
　
　
　
　
　
自
立
･
協
働
･
創
造

へ
の
学
び

今
年
度
、石
川
県
教
育
委
員
会
で
は
、近

年
の
教
育
を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、本
県
教
育
の
総
合
的
な
指
針

で
あ
る「
石
川
の
教
育
振
興
基
本
計
画
」に

基
づ
き
、必
要
な
諸
施
策
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。

○
県
教
委
の
方
針

生
涯
学
習
課
に
お
い
て
は
、「
学
び
の

気
運
に
満
ち
た
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」

や「
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
・
協
力
し

た
社
会
全
体
の
教
育
力
の
向
上
」、「
心
の

教
育
の
充
実
」な
ど
に
向
け
、引
き
続
き
、

「
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」や「
親

子
の
手
紙
の
募
集
」、「
県
民
大
学
校
」、「
い

し
か
わ
子
ど
も
自
然
学
校
」、「
学
校
読
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
」な
ど
の
各
種

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
新
規
事
業
に
つ
い
て

ま
た
、こ
れ
ら
従
来
の
事
業
に
加
え
、今

年
度
は
三
つ
の
新
規
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。一

つ
目
は
、不
登
校
児
童
生
徒
を
対
象

と
し
た「
自
然
体
験
わ
く
わ
く
夢
塾
」の
開

設
で
す
。こ
の
事
業
は
、自
然
体
験
を
通
し

て
自
信
や
達
成
感
を
持
た
せ
、学
校
復
帰

を
支
援
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、能
登
少

年
自
然
の
家
、白
山
ろ
く
少
年
自
然
の
家

に
お
い
て
、今
年
度
は
、加
賀
、能
登
各
一

市
町
を
モ
デ
ル
市
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

二
つ
目
は
、い
し
か
わ
の
歴
史
や
伝
統

文
化
な
ど
を
学
ぶ
、「
ふ
る
さ
と
モ
ッ
ト
学

び
塾
」の
開
設
で
す
。こ
の
事
業
は
、北
陸

新
幹
線
金
沢
開
業
を
控
え
、お
も
て
な
し

の
心
の
源
で
あ
る
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と

愛
着
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

テ
ー
マ
別
の
講
座
や
史
跡
・
偉
人
ゆ
か
り

展 

望

の
地
で
の
現
地
講
座
、公
民
館
・
小
中
学

校
へ
の
出
前
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

三
つ
目
は
、家
庭
や
地
域
か
ら
い
じ
め
・

不
登
校
等
の
未
然
防
止
を
図
る
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
は
、保
護
者
や
地
域
住
民
を
対

象
に
、い
じ
め
・
不
登
校
等
へ
の
理
解
を

深
め
る
講
座
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、大

人
と
子
ど
も
の
人
間
関
係
づ
く
り
を
進
め

る「
通
学
合
宿
」の
実
施
を
支
援
し
、社
会

全
体
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
、こ
れ
ら
の

未
然
防
止
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、公

民
館
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
十
団
体
に
事
業
を
委
託

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、本
県
が
所
管
す
る
生
涯
学

習
施
設
で
あ
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
能

登
分
室
）、図
書
館
、能
登
・
鹿
島
・
白
山
ろ

く
の
各
少
年
自
然
の
家
、白
山
青
年
の
家
、

自
然
史
資
料
館
に
お
い
て
も
活
性
化
に
向

け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、一
体
と

な
っ
て
石
川
県
の
生
涯
学
習
の
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
国
の
動
向
に
つ
い
て

一
方
、国
へ
目
を
向
け
ま
す
と
、平
成
二

十
三
年
六
月
の
諮
問
以
来
、中
央
教
育
審

議
会
に
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
第
二

期
教
育
振
興
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

今
年
四
月
二
十
五
日
の
総
会
で
答
申
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。答
申
で
は
、冒
頭
、

「
今
正
に
我
が
国
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
、そ
れ
は
、『
自
立
・
協
働
・
創
造
に
向
け

た
一
人
一
人
の
主
体
的
な
学
び
』で
あ
る
」

と
始
ま
っ
て
お
り
、そ
の
上
で
、現
在
の
我

が
国
の
危
機
的
な
状
況
を
回
避
す
る
た
め

に
は
、「
自
立
・
協
働
・
創
造
モ
デ
ル
と
し

て
の
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
」が
必
要
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
新
た
な
社
会
モ
デ
ル
の
実

現
に
向
け
て
、「
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
養

成
」、「
未
来
へ
の
飛
躍
を
実
現
す
る
人
材

の
養
成
」、「
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
の
構
築
」、「
絆
づ
く
り
と
活
力
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
」と
い
っ
た
四
つ

の
教
育
施
策
の
基
本
的
方
向
性
を
打
ち
出

す
と
と
も
に
、そ
れ
に
基
づ
く
八
つ
の
成

果
目
標
と
三
十
の
基
本
施
策
を「
四
の
ビ

ジ
ョ
ン
、八
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、三
十
の
ア
ク

シ
ョ
ン
」と
し
て
体
系
的
に
整
理
し
て
い

ま
す
。特
に
、三
十
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の
中
に

は
、「
社
会
教
育
推
進
体
制
の
強
化
」、「
活

力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
に
向
け
た

学
習
環
境
・
協
働
体
制
整
備
」、「
現
代
的
・

社
会
的
課
題
に
対
応
し
た
学
習
」、「
学
習

の
質
の
保
障
、学
習
成
果
の
評
価
・
活
用
」、

「
豊
か
な
心
の
育
成
」、「
豊
か
な
つ
な
が
り

の
中
で
の
家
庭
教
育
支
援
」等
、生
涯
学

習
・
社
会
教
育
分
野
に
関
す
る
内
容
も
数

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
協
会
の
皆
様
方
に
は
、こ
れ

ら
県
や
国
の
施
策
等
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
是
非
と
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
石
川
県
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
）

中
能
登
教
育
事
務
所
長�

西
川　

恒
明

奥
能
登
教
育
事
務
所
長�

○
角
間　

邦
夫

県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

館　

長
（
再
）�

○
村
澤　
　

勉

副
館
長
（
再
）�

森
澤　

哲
雄

　

◎
総
務
グ
ル
ー
プ

担
当
課
長
（
リ
ー
ダ
ー
）�

松
原　

英
樹

　

◎
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

担
当
課
長
（
リ
ー
ダ
ー
）�

竹
林　

義
隆

担
当
課
長�

松
尾　

貞
英

　

◎
学
習
情
報
グ
ル
ー
プ

担
当
課
長
（
リ
ー
ダ
ー
）�

○
石
野　
　

周

県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
能
登
分
室

分
室
長
（
兼
務
）�

○
角
間　

邦
夫

担
当
課
長�

坂
尻　

忠
秀

担
当
課
長�

左
古　
　

隆

担
当
課
長�

○
南　
　

龍
保

県
立
図
書
館

館　

長�

浅
田　

秀
雄

副
館
長�

○
橋
本　

正
哉

　

◎
総
務
グ
ル
ー
プ

担
当
課
長
（
リ
ー
ダ
ー
）�

浜
野　

虎
次

　

◎
企
画
協
力
グ
ル
ー
プ

主　

幹
（
リ
ー
ダ
ー
）�

太
原　

倫
子

　

◎
利
用
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

主　

幹
（
リ
ー
ダ
ー
）�

竹
村　

京
子

白
山
青
年
の
家

課
長
補
佐�

○
土
田　

正
敏

白
山
ろ
く
少
年
自
然
の
家

課
長
補
佐�

○
笹
川　

昌
仁

鹿
島
少
年
自
然
の
家

課
長
補
佐�

○
原
田　

浩
喜

能
登
少
年
自
然
の
家

課
長
補
佐�

寺
下　

友
敬

自
然
史
資
料
館

専
門
員�

石
丸　

信
一

✐
あ
と
が
き
✎

昨
年
度
、「
協
会
活
性
化
に
関
す
る
報

告
書
」が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。行

政
か
ら
の
情
報
を
受
け
る
と
い
う
意
見

を
踏
ま
え
、今
号
で
は
県
生
涯
学
習
課

か
ら
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も「
せ
っ
て
ん
」の
充
実
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

（
森
澤
）

（
〇
印
は
新
任
）

人

事

往

来


